
死ぬときに後悔すること ２５ （ 後編 ） 

～1000 人の死を見届けた終末医療の専門家が書いた～ 

認知医療医 大津秀一  致知出版社 

第４章 人間編 死ぬときに後悔する事 

⑰会いたい人に会っておかなかった事～人は最後まで他者を求めるもの 

 会いたいと思う人には、会いたいと思った時に会っておくことである。 

～人との出会いは一期一会の精神で、会いたい人に会えなかった事で最後には

後悔することが多い、会いたい人にキチンと会っておくと後悔は少ない。 

⑱記憶に残る恋愛をしなかった事～恋愛の記憶は最後の日々を豊饒なものに！ 

～スローラブの勧め～テレビの有名人や本の登場人物など恋しく愛しく思える

対象を見つけると、それだけでも多くの力となる。 

～良い恋愛は死出への道を照らす～あるおばあさんから、かつて引き裂かれて

今は見る事も話すことも出来なくなった元恋人の話で、風の便りで、最早この

世にいないと知り「来世で又巡り合いたいですね」と、彼女の最後の日々と、

死に顔は少女のような微笑みだった。 

⑲結婚しなかった事～結婚という「形」がもたらす安心感 

 「余命数週間の花嫁」に接した経験が複数あり、いずれも幸せな最期だった。 

～夫婦の深い絆が苦しみを和らげる～終末期の苦痛も大きく減じる。 

⑳子供を育てなかった事～多くの家族に囲まれた患者には笑顔が多い。 

 独身者から「結婚して子供を産んでおけばよかった」の言葉を聞くことが多い。 

～自由と孤独はいつもとなり合わせ～「子供なんていなければよかった」と死出

の旅路の前にそう云った人は私が知る限りいない。 

～血縁の強さを実感した出来事～妻と二人の娘を捨て別の女のもとへ走った男、

二人の幼い娘はただ泣いた、妻はひたすら働いて娘を真っ直ぐ育てた、無理が

たたり娘が成人して間もなく彼女は突然に他界、娘は父親を一生許さない敵

とばかり思った、しかしその後 10 年余り経て、突然父親が末期がんで死にか

かっているとの知らせ、怒り・悲しみ・戸惑う心で病室に行ったが彼女らの前

にはガンで衰弱して意識もはっきりしない一人の年老いた男だった、それか

ら彼女達は見事な介護をして最後を看取った。 

㉑子供を結婚させなかった事～子供が結婚していないという心残り 

～結婚させない親の身勝手「結婚させておけばよかった」という方も少なくない。 

～先ず子供を独り立ちさせることから～子供を結婚させていない後悔は馬鹿に

できない大きさなのです。 

第 5 章 宗教・哲学編 死ぬときに後悔する事 



㉒自分の生きた証を残さなかった事～人生の総括は早めにしておくほうがいい 

～自伝を残すのもいい、女性の場合はわが子を見る事で自分の生の証しを見る 

場合があると思う、男性の場合どんな手段を尽くしても延命して欲しいと願

う割合が女性の場合よりも多い、できるだけ早く人生の総括をしておくべき。 

～生きた証として何を残すか～「証し」を残そうとすることは己の命を奮い立た

せることにもなる「自分の残し方」は人それぞれです。 

～手紙に思いを記して～多いのは自分の存在を残したいとする行為、不器用な

日本人には適していると思う、アルバムに一人一人のメッセージが丁重に綴

られていた、思い出の深い患者さんもいた。 

～自分の生きた証が後の人に力を与える～ 

17 歳の時に白血病で亡くなった女子高校生の手紙「私はもう一度生きたい、

病気を克服してもう一度生きたかった、私の為に泣き、苦しみ、疲れ、身を捧

げた人達へ、ありがとう、人間は誰かの役に立ちたい、救ってあげたい、自分

の生が、死が意味あるものでありたいと思う、あなたは私にとってなくてはな

らない人です、あなたに心から感謝と尊敬している人がいる事を忘れないで

欲しい」こうして自分が生きた証は残され引き継がれていくのです。 

㉓生と死の問題を乗り越えられなかった事 

～生の意味、死の意味を考える～先の項目で 17 歳の彼女は「自分の生が、死が

意味あるものでありたいと思う」と記した、しかしこれは難しいことです。 

 死ぬ前までに生と死の意味を自分なりに、ある程度は確信していなければ辛

いかもしれない現実があると。 

～「マイ哲学」を確立する～病院で 1 週間も働けば嫌というほど思い知ることに

なる、そんな荒海の毎日の中で生と死が何なのかを自分なりに掴めていれば 

 晴れの日も雨の日も淡々と生きられる、のではないでしょうか。 

㉔神々の教えを知らなかった事～世界で一番死を恐れる現代の日本人～ 

 カール・ベッカー氏の著書で、その理由は「来世に対する信仰が日本人の最大

派閥で薄くなった事」と不可分ではないだろうと。 

～「来世の持つ癒しの力」～生まれ変わりという来世を信じれば、この世の別れ

は一時的で永遠ではなくなる悲しみを癒す力だ。 

～天国泥棒～日本人はお人好しで初めて新興宗教の教義などを聞くと一瞬で心

を奪われてしまうこともある、医者ばかりでなく宗教も「セカンドオピニオン」

を求めても良いのでは、死期が迫って宗教に帰依しようとする人々の中には

医者が少なくない（個人差があるが業の深い仕事） 

 死を前にすれば貴賤や地位の高低など全く関係なく最後は何かにすがりたい。 

～健康なうちに宗教を考える～怪しい宗教は完全な「麻薬」です、一般的に宗教

を一度は学習することをお勧めします、古今東西の人の悩みや疑問は一緒だ



なあ・と癒され、侮れないものです。 

第 6 章 最終編 死ぬときに後悔する事 

㉕愛する人に「ありがとう」と伝えなかった事～家族愛が問われる時代～ 

 「愛している」という魔法の言葉を大事にしてほしい「ありがとう」と、だけ

でも気持ちが伝わるのでは・・・ 

＊秀二さんの最後に万感を込めた「ありがとう」～彼は K 大学の教授を務め、

定年退官、70 代後半で妻をめとる事もなく学業一本だった人生、偏屈で我が

まま手ごわい存在だった、手術可能な大腸がんが見つかっても「絶対にしない」

K 大学の OB で VIP かつ有名人で K 大学では困り果て我々の病院に転院して  

 来られた、6 ヶ月後に担当医の先生から私が紹介されたら、鼻で笑うような 

表情で「学生みたいだ」と、 

～主治医となった私の困惑・・・コミュケーションの困難さが際立っていた 

～噛み合わないコミュニケーション～「K 大学病院に帰りたい、あそこは日本で

最高の病院だからな！」看護婦への八つ当たり的な、いじめも続いていた。 

 ふと気づいて彼に兄妹が秋田にいる事から「ご家族とはどうしているのです

か？」「知らない、知らん、寝る」と 

～秋田から駆け付けた怖いお兄さん～大腸がんも進行して腹水もたまり膨れて

きた、それでも病気ではないと一切の治療を拒否、誤嚥性肺炎を起こし危険な

状態になり、みんなと話し合って秋田のお兄さんに連絡したところ翌朝早々

に高齢の杖を突いたお兄さんとその奥さんが来院され感動した「我儘な奴で

すから先生方に沢山迷惑をかけていると思います、どうか私に免じて許して

やってください」私は強い絆を感じた、お兄さんは病室に入るなり「おいこ

ら！秀二！」体を動かせない、と云っていたのに飛び起きた「なんだよ兄貴」

「お前は先生の言う事を聞いて療養するんだ！分かったか！」「ハイ！」と 

～最後の時を前に話し合った兄弟～2 ヶ月ほど療養して再び衰弱、死期が迫って

いると確信して足も不自由で心臓も悪い 80 代のお兄さんだからと迷った上で 

 午後 8 時ごろ電話したところ、翌朝早々まどろみの頃には来院され再び驚か

された、余命僅かな状態にも拘わらずお兄さんの呼びかけに時々答えていた。 

～後悔のない最後の為の言葉「ありがとう」 

夜半になってもお兄さんと朝迄静かズーと話していて死が迫っているのにと

驚いた、私が部屋に行くとお兄さんが「先生！秀二が最後にありがとう！と言

ってくれました！」秀二さんの顔は穏やかな表情になって、それから数時間後

に亡くなった。 

（ おわりに ） 

死期が迫るとき人は必ず自分が歩んできた道を振り返りその道こそが己の財産 

そのものであり、その道が納得のいく道であれば微笑みをもって見納めて、その 



先に足を踏み出すことが出来るだろう。 

終末期はそれまでの人生の集大成です、やり残した宿題を人生という先生は決 

して見逃さない、その最終課題を前に多くの人が苦難を強いられ、やり遂げた人 

もいれば辛い最期を遂げた人もいた。 

今は亡き大好きだった患者さん達に何が患者さんとして最良か、とことん一緒 

に悩んでご家族の方々に、そしてこの本を読んでくださった皆さんに感謝を込 

めて「ありがとう！」 

                               （ 完 ） 

 


